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サッカー競技における移動中の運動内容
　　　　　大学サッカー試合の場合
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TIME－MOTION　ANALYSIS　OF　JAPAN　UNIVERSITY　SOCCER

Ku皿io　YAMANAKA，Shukoh　HAG・A，Masa．o　SHINDO．Jujim　NARITA，Susumu　KOSEKI

　　　　　　　　　　　　Yoshiyuki　MATSUURA　and　Masas此e　EDA

　　The　purpose　of　this　study　was　to　ca1ucu1ate　the　time　spent　by　outfie1d　soccer　p1ayers　in　the

different　matchp1ay　activities．

　　The　subject　were20outfie1d　p1ayers　of　two　university　teams　perticipated　in　Japan　Interco11ege

Soccer　Championship．The　matchp1ay　activities　of　one　p1ayer　were　recorded　by　one　observer　using

a　casset　tape　recorder　during　the　game．The　time　and　frequency　of　different　matchp1ay　activities

spent　by　the　p1ayer　in　one　game　were　ca1ucu1ated　using　a　specia1designed　computer　program．

　　The　matchp1ay　activities　were　c1assified　in（1）Standing，（2）Wa1king，（3）Jogging，（4）Rmning　and

（5）Dash．

　　The　resu1ts　were　summarized　as　fo11ows：

1．The　ratio　of　the　time　spent　Wa1ki㎎in　the　one　game　was47．6％and　the　ratio　of　the　time　spent

Jogging　in　it　was35．0％．

2．The　ratio　of　the　time　spent　Running　and　Dash　were7．7％and2．7％，respective1y．

3．The　ratio　of　frequency　ofWa1ki㎎was32．5％and　the　ratio　of　frequency　of　Jogging　wag34．4％

in　the　tota1frequency　of　matchp1ay　activities　in　one　game．

4．And，the　ratio　of　frequency　of　Running　and　Dash　were15．7％and5．2％，respectively．

5．The　time　spent　Jogging　by　midfie1der　was1onger　than　forward（Pく0．05）and　the　time　spent

Walking　by　forward如as1o㎎er　than　midfie1der（P＜O．01）in　one　game．

6）The　frequency　of　Jogging　by　midfie1der　was　more　than　defender（P＜0，01）and　forward（P

＜0．05）．

　1．緒　　言’

　サッカー競技は，！00m×70mのフィールドにお

いて前・後半各45分合計90分間行なわれるが，ゲー

ムでプレーする各チームの選手は攻撃と守備が連

続的に変化する申でボールテクニックを発揮しな

がら，スローなスピードでの動きからトップス

　＊筑波大学体育科学系

＊＊日本体力医科学研究所

ピードでの動きまで，あらゆる種類の動きを連続

的に行っている。さらに，味方ゴール前から相手

ゴール前へあるいは右サイドから左サイドヘと広

範囲に動くことが必要とされる競技である。した

がって，サッカーのトレーニングプログラムの処

方を行なうときには，はじめに種目の特性および

運動強度との関連から，ゲームで要求される体力

的要素を検討しておくことが重要である．
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　ところでこれまでに，技術・戦術的側面からみ

たゲーム分析1・2・6・I7・18〕の報告がみられる。

　すなわち，試合での各技術の使用頻度やその連

続性6川8〕，攻撃パターンの出現地点やシュートに

関する分析1・2〕であり，また，有酸素的作業能とし

ての最大酸素摂取量あるいは基礎代謝率（R．M．

R1）ま一たは心拍応答より，その運動強度を検討し

ているもの3・4・517・8・9・I2・1君・16・19州が多い。実際のゲー

ム中に展開されるプレーヤーの動きについて分析

検討した報告6〕・9〕l1O〕111〕114〕・15〕も多く，たとえば，大

檸川はトヨタカップと日韓サッカー定期戦での

プレ』ヤーの移動距離を報告している。それによ

ると，プレーヤーの移動距離は，ペニャロール（ウ

ルグアイ）が9，844m，そしてアストンビラ’（イン

グランド）が10，047．8m，ま牟，日本代表が
10，315，3m，韓国代表が10，705．2mであり，前半よ

り後半の方が移動距離が減少する傾向であること

をみている。しかし，移動距離全体以外について

は明らかではない。

　Rei1ly　T、たちユ5〕Mayhewたち14〕がプロフェッ

ショナルチームのプレーヤーを対象として，移動

距離および運動内容について報告している。

　そこで本研究は，1984年11月に行われた全日本

大学サッカー選手権大会の試合から，大学サッ

カーチームのフィールドプレーヤーの運動内容を

技術・戦術的側面からではなく，ゲームにおける

基本的な行動様式から時間とその頻度（運動内容

の回数）について検討し，サッカー競技の運動強

度および基礎的な体力の向上，また，トレーニン

グ処方のための資料を得ることを目的とした。

　2．方　　法
　1984年11月28日～12月1日に行われた全日本大

学サッカー選手権大会に出場したD大学（優勝

チーム）および丁大学のフィールドプレーヤー20

名を対象とした。そのポジションは，ディフェン

ダー（Defender：DF）が8名，ミッドフィルダー

（Midfei1der：MF）が6名，フォーワード
（Forward：FW）が6名である。そして両チーム

について各一試合，計二試合における各チーム10

名のフィールドプレーヤーのゲーム中の運動内容

を，カセットテープレコーダーに実況録音する方

法でデータを収集した。録音には大学サッカー部

に所属する現役の学生で，自からがゲームに参加

できる能力を有し，日頃ゲームを十分に経験して

いる者を検者とした。録音の方法については，あ

らかじめサッカーゲームのV．T．R．再生により各

運動内容の確認を行ない，さらに，模擬試合で訓

練を行なった後に実験を行なった。

　本研究で拝用したゲームでのプレーヤーの行動

様式は，技術的な動きや動作ではなく，競技場内

を移動するプレーヤーの動きを追跡することとし，

次の5つに分類した。

1．スタンディング（Stand）：立ち止っている状

　態。

2．ウォーキング（Wa1k）：歩行で移動している

　状態。

3．ジョギング（Jog）：ゆっくりとしたスピー

　ドでのランニング。

4．ランニング（Run）：目的やねらいのはっき

　りとしたランニング。ダッシュとジョギングの

　中間のスピードに該当する。

5．ダッシュ（Dash）：トップスピードでのラン

　ニングの状態である。また，本研究ではトップ

　ドリブルおよび1対1の激しい攻防の状態も

　ダッシュに含めて計算した。

　データの信頼性の検討

　1984年度関東大学サッカーリーグ戦の試合から，

検者5名で某大学のミッドフィルダー一名の後半

45分問の運動内容を前述の方法でカセットテープ

レコーダーに録音した。そして，データの信頼性

を検討するため各検者問の値を丁検定した結果，

それらの値は5％水準で有効なデータであること

が認められた。

　また，データの分析にあたっては，ゲーム時間

（90分問）すべてを録音したテープを再生し，特別

にプログラミングしたパーソナルコンピューター

によって運動内容別に時間および回数を求めた。

　3．結　　果
　2チームのフィールドプレーヤーについて全体

（n＝20）およびDF（n＝8），MF（n＝6），FW

（n＝6）に分類した各運動内容別時問（sec．）を

表1に，また，その回数（frequency）を表2に示

した。そして，各運動内容における時問および回

数が一試合に占める割合をポジション別にグラフ

化したものが図1および図2である。

　はじめに時問の面から分析すると，全体的には

Wa1kが2570秒と最も長い時間を有した。つ一いで

Jogが1889秒であり，Runが414秒，Standが378
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的有意差を示した。すなわち，Wa1kはFWの方が

MFより多く，Jogは逆にMFの方がFWより多い

という結果であった。

　次に各運動内容の回数についてみると，全体的

には一試合平均の値で954回の運動内容の切替え

を行なっていることがわかる。その内容について

は，Jogが一試合平均328回と最も多く，ついで

Walkが310回であり，以下Runが150回．Standが

116回，そしてDashが50回という順であり，これ

を％で表わすとJogが34．4％，Wa1kが32．5％，

Runが1517％．Standが12．2％，そしてDashが
5．2％であった。また，各運動内容をポジション別

にみると，まずDFではJogが321回（35．7％）と最

も多く，ついでWa1kが308回（34．2％），Runが134

回（14．9％），Standが106回（11．8％），そしてDash

が31回（3．4％）であった。同様に，MFについて

は，Jogが357回（35．0％）とDF，FWより35～50

回多く，ついでWa1kが324回（31．8％），Runが171

回（16．8％），Standが118回（1115％），そしてDash

が50回（4．9％）であった。さらに，FWについて

はJogが306回（32．4％），ついでWa1kが299回

（31．7％），Runが144回（15．3％），Standが125回

（13．3％）’，そしてDashが69回（7．3％）であった。

また，各運動内容の回数においてポジション問に

統計的有意差をみたものはJogだけであった。す

なわち，MFはDFよりJogの回数が多く（P＜
0．01），かつFWよりも多い（P＜0．05）ことがわ

かった。

　4．論　　議
　これまでにゲームでプレーする選手の行動様式

を時間および頻度の側面から分析した研究は少な

い。サッカーは90分問得点をするために，あるい

は相手の得点を防ぎ，ボールを奪おうとして激し

く動き続けるゲームであり，そ一の移動距離は

10，000m前後に達する。したがって，ゲームでプ

レーする選手の行動様式がいかに構成されている

か，また，どのような特徴をもっているかを知る

ことは，重要な意義を有する。そこで本研究では，

プレーヤーの行動様式に関して，時問と頻数の両

面から検討を加えた。

　はじめに，サッカーゲームにおけるプレーヤー

の運動内容を時問的な面からみると，運動時問が

長い順にWa1k，Jog，Rm，Stand，Dashであ
り，DF，MF，FWのいずれのポジションにおいて

もその傾向は同様であることが明らかとなった。

そして、各々の運動時問の一試合（90分）に占め

る割合をみると，Wa1kが47．6％，Jogが35．0％

で，試合時問の大部分を占めた。また，Rmが

7．7％，Dashが2．7％であり，Standは7％と少な

かった。これらの値をこれまでの報告と比較して

みると，梶岬は本研究方法と異なるが，各運動内

容別の運動時問について，高校チームの分析から

検討している。それによれば，FWの場合，Wa1k

が2059秒，Runが590．5秒，Dashが65．4秒であった

と報告している。試合時問は高校と大学では60分，

90分とそれぞれ異なるため単純に比較はできない

が，高校の試合時間60分に占める割合としてみる

と，Wa1kが57．2％，Runが16．4％，Dashが1．8％

となっている。また，梶山の場合，JogはRunに含

まれたものと考えられるが，本研究の結果と比較

すると，大学チームの場合はWa1kが少なく，Jog

とRunで42．7％を占め，Dashもまた多いという結

果から，大学チームの方が活動性が高いという傾

向がうかがえる。また，Mayhewたち14〕はプロ

フェッショナルプレーヤー3名を対象として，

ゲームにおける運動内容の研究をしている。その

時問的割合は，Wa1kが46．4％，Jogが38．0％，

Running注’〕が11．3％，そしてStandが2．3％と報告

している。これらの値は本研究の結果とほぼ一致

するものであった。以上のように，ゲームにおけ

るプレーヤーの運動内容は，Wa1kとJogでゲーム

中の約80％を占め，RmやDashは約10％と少な

い。そこで，この理由をサッカーの技術・戦術面

とを合わせて検討すると，試合ではスピードの異

なったいろいろな運動がインターバル的に連続す

る中で，その時間の大部分を占めるWa1kやJog

は，選手がゲーム中に激しくプレーした後に当然

のこととして，’筋の疲労や無気的パワー発揮の回

復のためにとり入れているものであろう。同時に、

戦術的な面から，つねに変化する戦況に対応する

よいポジションをとるための予測の行動，さらに

は，次にパスのレシーブ，シュート，ダッシュ，

タックルなどの激しいプレーをねらい準備しなが

ら移動するために行なわれているものと推察され

る。すなわち，Wa1kやJogの時問が長いのは，ボー

ルスキルを発揮する機会を待つ準備時問が長いこ

とによるものであろう。そして，RmやDashが試

合時間に占める割合が小さいのは，プレーヤーが

100mX70mと大きなフィールドに広がっている
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ためボールの移動する距離が大きくなり，そのた

めにプレーヤーがボールをプレーする機会は限ら

れたものになる。つまり，RunやDashはサッカー

のゲームではボールレシーブ，ドリブル，シュー

ト，相手をマークするなど，特にボールスキルと

直接的にかかわりを持ちながら，かつ目的が明確

でいわゆる緊急を要する局面で行なわれる。しか

もそれは相手と激しくせり合う状況の中でのプ

レーであるため，一時的ではあってもかなり強い

強度がかかる動きである。こうした場合における

能力の発揮のし方は個人スキルやチームのパ

フォーマンスに強く影響するため，試合時間に占

める割合は小さくても，非常に重要な時間と考え

られる。

　次に各運動内容における頻数について検討する

と，各運動の回数が一試合に占める割合は，Jogが

34．4％，Wa1kが32．5％，Runが15．7％，Dashが

5．2％であり，Standは12．2％であった。これらの

値を他の報告と比較してみると，Mayhew14〕たち

の報告から筆者が各運動様式の％を求めると，

Jogが42．6％，Wa1kが34．5％，Rumi㎎注1）が

15．7％，Standが2．1％となる。また，Rei1lyTた

ち’5〕はプロフェッショナルプレーヤー40名を対象

としてゲーム中の運動内容の回数を求め，Walk

カミ36．5％，Jogカミ28．4％，Cruise注2〕が13．5％，

Sprint注s〕が7．4％，Back注4〕が14，2％であったと報

告している。これらの値はプロフェッショナル

チームのプレーヤーを対象としているが，本研究

の対象である大学チームのプレーヤーの結果と同

様の傾向を示している。すなわち，JogやWa1kと

いうスローなスピードでの動きが大きな割合を占

め，RunやDashという速い動きの割合は小さかっ

た。これは時問的観点での傾向と同様であった。

ただし，速いスピードの動き（RunやDash）にお

ける比率が，時問では約10％／gameであったのに

対し，頻数では約21％／gameと全体の1／5を占める

点は注目すべきであろう。すなわち，各運動内容

の現われ方の上で5回に一回の割合でRmか
Dashという激しい動きであると推察される。

　最後に各ポジション別比較の検討を述べたい。

本研究の結果からポジション的特徴を知るために

FW，MF，DFのJogの差異は重要な点と思われ

る。すなわち，有意な差は認められなかったが，

MFはDFより341秒と約5．7分もJogが長く，FWよ

り681秒（P＜0．05）と実に11分もの差がみられ

た。また，その回数においても，DFより36回（P＜

O．01），FWより51回（P＜0．05）多く行なってい

る。したがってJogが試合時問に占める割合も

41．3％と，DF（35．0％）やFW（28．7％）よりも

大きな差を有している。一方，Wa1kでは逆にMF

が2278秒に対しFWが2816秒であり，538秒と約9

分もMFの方が少ない（P＜0．01）。さらに，ゲー

ム中での運動様式の切替え総数をみてみると，DF

が一試合平均900回，FWが943回であるのに対し

て，MFは1020回と他のポジションより57～120回

多く行っている。これらの結果から，MFはDFや

FWと比較すれば，より多く動いていることが推

察される。このことは，Rei11y　Tたち15〕の研究と

一致した。すなわち，ゲーム中の移動距離が9805

mと他のポジション（8245～7759m）より長く，運

動切替総数についても移動距離と比例して，MF

が895回と他のポジション（856～801回）より多

かったと報告している。また，戦術的な面からみ

ても，MFはDFとFWとを連継する役割を持つポ

ジションであり，攻撃ではフォワードをフォロー

しながら相手ゴール前まで上がり，守備において

もゴール前まで戻り守備網を形成するという広範

囲な行動を要求されている。相手バックを突破しナ

シュートをねらうポジションのフォワードや，常

にそのFWと対時しているバックとの大きな違い

がJogに表われたものであると推察される。しか

し，最近のゲームの特徴として，プレーヤーのポ

ジションチェンジやローテーションなど戦術的に

プレーが多様性をもつようなってきていることか

ら，一般的なFW，MF，DFという分類だけでな

く，さらに詳細な分析が必要であろう。いずれに

しても，サッカーはJogが全身持久的要素が大き

い運動であり，その中にDashなどの無酸素的な運

動能力すなわち無気的パワーの持久力が加わる問

欠的運動の要素を含むものである。こうしたこと

から，サッカーの選手の全身持久的能力は大きい

ことが不可欠である。

　これまで大学チームのゲームにおけるプレー

ヤーの運動内容に関して時問と頻数の観点から検

討してきたが，その結果プレーヤーの動きは，い

ろいろな運動内容がいわばインターバル的に連続

するものであること，また，各運動内容の中で

Wa1kやJogが大半を占めていることが明らかと

なった。このことからサッカーのトレーニングに

おいては，90分間のゲームで動き■通すための全身
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持久性能力を高めることが基本的に重要であるこ

とが示唆される。しかし，同時’にサッカーのゲー

ムではRunやDashのように時間の短い運動がま

た重要である。すなわち，無気的パワーの能力を

要するプレーの能力がプレーヤーの「強さ」を決

定するといっても過言ではない。たとえば，現在

のサッカーの戦術からみればMFやアタッキング

フルバックの一回のランニング距離は40～50mに

なり，場合によっては60m以上になることもある。

したがって，試合全体からみれば有酸素的作業能

としての最大酸素摂取量の大小が最も重要ではあ

るが，時問や回数の少ない割合であるとはいえ，

無気的能力の向上も特に重要である。

　5．結　　語
　1）全日本大学サッカー選手権に参加したD大

学および丁大学のフィーノレドプレーヤー20名を対

象とし，試合における運動内容をカセットレコー

ダーに実況収録し，特別にプログラムされたパー

ソナルコンピューターで分析するという方法を用

いて，その時間および回数を求め，検討した。ま

た，運動内容は次の5つである。1．Standing，

2．Wa1king，3．Jo99ing，4．Rmning，5．
Dash．

　2）各運動内容を時問的観点からみると，一試

合平均でWa1kが2570秒，Jogが1889秒，Rmが414

秒，Standが378秒，そしてDashが149秒であった。

　3）各運動内容の時問が一試合（90分）に占め

る割合をみると，Wa1kが47．6％，Jogが35．0％で

あった。

　4）また，スピードの速い動きでは，Rmが
7，7％，Dashは2，7％であった。

　5）各運動内容を回数的観点からみると，一試

合平均でJogが一試合平均328回（34．4％），Wa1k

が310回（32．5％），Runが150回（15．7％），Stand

が116回（12．2％），そしてDashが50回（5，2％）で

あった。

　6）各ポジション間（DF，MF，FW）の比較を

すると，Jogの時問は，MFの方がFWより長く

（P＜0．05），Wa1kの時問は，FWの方がMFより

長い（P＜0．01）という傾向であった。

　7）また，Jo9の回数は，MFの方がDF（P＜

O，01）やFW（P＜0．05）より多いという傾向で

あった。

　8）さらに，運動内容の切替え総数については，

MFが1020回と他のDF（900回），FW（943回）よ

り57～120回多いという結果を得た。

　以上の結果からサッカーのトレーニングでは，

全身持久性能力を高めることが基本的に重要であ

ると同時に，RunやDashのように時問や頻度の小

さい運動であっても，スピードや無気的パワーの

持久性能力を発揮する局面は，サッカーの特性上

特に重要である。

注

1）Mayhewたちの分類によるRunningは，本研究の

　　　RmとDashを’含めたものに相当すると考えら

　　　れる．

2）Reilly　T．たちのCruiseは，本研究のRunに相当す

　　　ると考えられる．

3）Rei11y　T．たちのSprintは，本研究のDashに相当

　　　すると考えられる．

4）Rei1ly　T．たちは運動内容の一っの項目として

　　　Backをとり上げているが，本研究ではプレー

　　　ヤーの移動スピードに着目しながらデータ収集

　　　したので，一つの項目としてとり上げていない．

　　　ただし，Rei11y　T．たちのBackは後退走であり，

　　　そのスピードはJogに相当するものと考えられ

　　　る．
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